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 裏面にも案内・お知らせがあります。                      ＊一部ずつお取りください。 

 

 

 

 

 

 

  

 

町内会事務所は祝日を 

除いて月曜日～金曜日 

10 時から 16 時まで 

開いています。 
町内会だより  

玉川学園町内会 
町田市玉川学園２－１９－５ 
Tel/Fax：042-725-0438 

E-mail: t-chounaikai194@bz03.plala.or.jp 

ｈｔｔｐ: //www.194-0041.com 

心ふれあう“敬老会”のご案内です！ ―高齢者部― 

本年のアトラクションは、優しく温かな音色が心にしみとおるハ

ープ演奏をお楽しみ頂きます。郷愁を誘うメロディによるやすら

ぎのひととき……参加対象の皆様のご参加をお待ちしています。 

 

日 時 ： 平成 24 年 9 月 17 日（月）（敬老の日） 

   １１時３０分～１３時３０分 

会  場 ：町田市立町田第五小学校 体育館（玉川学園 4 丁目） 

参加資格 ：昭和 15 年 9 月 30 日までにお生まれの方（72 歳以上） 

申し込み ：下記の出席申込書に記入のうえ 8 月 11 日（金）までに 

班長さん（月当番の方）へお渡し下さい。 

◎ ご出席の申し込みをされた方には、後日ご案内状をお届けいたします。 

 

 ☆ 第一部 ・ 「公開トークショー」 

タイトル・「ヒット曲誕生のエピソード」 

講 師 ・ 牛尾眞造氏（元クラウンレコードディレクター。昭和

38 年クラウンに入社。ディレクターとして、水前寺清子、北島三郎、

ロスプリモス、瀬川瑛子などの人気歌手を担当し、「涙を抱いた渡り

鳥」、「風雪流れ旅」など数々のヒット曲を世に送る） 

内 容 ・ 町内会文化部長が牛尾氏に質問し、牛尾氏がそれらに

答えながら、あいまに「ラブユー東京」、「風雪流れ旅」などの CD を

流し、名曲誕生のエピソードを語ってもらう。 

 ☆ 第二部 ・ 「公開座談会」 

タイトル ・ 「なつかしの玉川学園」――1950 年代（昭和

25 年から 34 年まで）の「学園」、「街」を語る 

出席者 ・ 牛尾眞造氏（元クラウンレコードディレクター）、 

今井孝雄氏（元学研カメラマン）、岡本 伸氏（元建設省技官）、

勝川淑子氏（ピアニスト）。4 人とも玉川学園出身。 

司 会 ・ 松香光夫氏（町内会副会長） 

内 容 ・ 今となれば知る人も少なくなった、戦後間もない玉川

学園の「学園」、「街」について大いに語ってもらう。 

 

申し込み方法 ： 参加ご希望の方は、8 月 25（土）日までに、

下記申込書に氏名、住所、電話番号を記入し、町内会事務所郵便

受けに投函、または 042-725-0438 に Fax でお申し込み下さ

い。 

文化講演会のお知らせ    ―文化部― 

下記の要領で文化講演会を行います。今年は例年と少し異なり趣向を

こらしています。ふるってご参加下さい。 

日 時 ：平成 24 年 9 月 8 日（土） 

    13 時開場、13 時 30 分開演 

場 所 ：さくらんぼホール 

（演目および申し込み方法については、右欄をご覧下さい） 

玉川学園地区合同 総合防災訓練（雨天決行） が近づきました 

8 月 25 日(土)“大規模地震発生”を想定した避難・防災訓練が

玉川学園大グランド上、「屋内プール前広場」で行われます。 

 詳しくは後日配布される『イエローペーパー』をご覧下さい。 

 

  町内事務所の夏休み 

 町内会事務所は 8 月１0 日（金）から 16 日

（木）まで夏休みのため閉鎖されます 

  緊急連絡先   鎮目会長   ☎710-2703 

          三浦副会長  ☎729-1068 

                   松香副会長  ☎723-4161 

  7 月定例幹事会(7/3)報告 -総務部- 

 

   

 

 

 

 下記の審議事項が承認されました 

1. 敬老会の案内 

2. 町内会広報印刷費 

3.メガホン（携帯マイク）の購入  

4. 防災体験学習の実施 

5. 文化部「講演会」、「落語会」の実施 

6. あったか座関係チケット購入 

7. 2012 年フラッグアート拠出金  以上 

               

2012 年度 No 3 (7 月号) 
 

平成 24 年度 敬老会 （9/17）出席申込書 

支部名 会員氏名 年令 住  所 電 話 

     

     

希望者は 8月 11 日までに班長さんへ、班長さんは支部長さんに届け支部長さんは各

班の希望分を集約したうえ、8月 18 日までに町内会事務所又は事務所ポストに。 

 

文化講演会 （9/8）申込書 

 申込者名 住   所 電 話 

1    

2    

3    

8 月 25 日（土）までに町内会事務所郵便受けに投函または 042-725-0438 に FAX で 

7 月定例幹事会（7/3）報告 ╌総務部╌ 

下記の審議事項が承認されました。 

1. 敬老会の開催費用について 

2. あったか座関係チケット購入について 

3. 「町内会広報」印刷費について 

4. メガホン（携帯マイク）購入について 

5. 防災体験学習の実施について 

6. 文化部「講演会」および「落語会」の実施について 

7. 2012 年度フラッグアート拠出金について 

お詫びと訂正 

「たまがわがくえん町内会広報」120 号と「町内会だより」

6 月号に、それぞれ、以下のような誤記がありました。 

◎「広報」120 号 7 頁：「地区長さんに聞く」、第一地区 3

行目、「会員数 60 名」は「会員数 600 名」の誤り 

◎「町内会だより」6 月号第一面：「自主防災隊長紹介」記事

中、第 6 地区の隊長名「田中勝英」さんは「服部知行」さん

の誤りでした。以上、お詫びして訂正させていただきます。 

                    広報部 （渕） 

資源回収の報告  ―環境部― 

6 月の資源回収は、106.9 ﾄﾝでした。 
 資源ごみは回収日 当日の朝 9 時まで 
に出して下さい。 

回収場所に関する問い合わせや不正回収

車を発見した場合の連絡は町内会事務所

（042-725-0438）に、未回収の場合の連

絡は（有）大興資源（045-929-4813）に

お願いします 
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ココは、町田市、川崎市、横浜市なんですって？ 

 

みなさん、この地区に３つの行政区の接点があるのをご

存じですか。 

小田急トンネルの真上です。いわゆる三角点と呼ばれて

いる丘です。玉川学園キャンパス内にありますので立ち入

りは出来ませんが、観測点のポイントがあり、360 度の方

位を示す台碑があります。 

地図を見れば判りますが、川崎市の飛び地といわれる岡

上地区が接しているのです。この辺りは通称「経塚山」と

呼ばれ、近村の草刈場としての芝生（しばお）でした。ある

時は炭焼きの煙が立ち上っていたといわれています。ウォ

ーキングの一つとして境界線を歩くのも、楽しい発見があ

るものです。                

2011 年度「町内会だより」に掲載した「玉川学園豆知識」も広報担当が代

わることになり、11 回で終了すると発表しましたが、好評のようですので引

き継ぐことになりました。色々な情報がありましたらお知らせ下さい。（井熊） 

 

商店会 夏祭りの開催日が決まりました 

恒例の「玉川学園商店会夏祭り」（町内会後援）の日程が決まり

ました。日時は次の通りです。にぎやかな催しを、お子さん、お

孫さんとともに、大いにお楽しみ下さい。 
玉川学園商店会夏祭り（駅の北側商店街） 

7 月 27 日（金）、28 日（土）各 18：00～ 
玉川学園南口商店会夏祭り（駅の南側商店街） 

8 月 3 日（金）、 4 日（土）各 18：00～ 
  （終了予定時刻は、北側商店会、南側商店会のいずれも 

21:00 です） 

 

⇒ お隣り近所に配慮した気持ちのよい生活をしましょう 

玉川学園地域は、自然の花と緑に恵まれ、景観豊かな起伏に富む文

教地区のまちとして、都内有数の住宅地域の誇りを守ってきました。 

1960 年代以降開発が進んで急速に住宅戸数が増え、今年の１月 1

日には、玉川学園と東玉川学園の人口は 19,772 人、戸数は 8,811  

戸となりました。このまちを創ってきたひとたちは、互いに声をかけ

あい、挨拶を交わすやさしいまちを心掛けてこられましたが、住宅が

急速に増加して、お隣近所との距離が短くなってきてからは、 住民の

方々から新たな課題が町内会事務所にも届けられてきております。 

一つは、ピアノ、バイオリンなどの音が長時間に亘って近隣に響き、

生活のペースが乱れ、特に体調を崩されている近隣の方の健康に影響

を及ぼしているケースがあるようです。音楽を楽しみ、研鑽に努めら

れる文化的生活はとてもよいことですが、近隣に音が漏れないよう極

力防音処置を含めた近隣への配慮をすることで近隣の皆様に不安な気

持ちをもたれないよう心掛けていただくこともとても大切なことだと

思います。 

二つ目は、飼い犬の散歩 の途中で、道路脇や他人の家の前での犬の

排出物を、そのままにして立ち去る例がみられることです。なかには、

いつも同じコースを通ることで、ほぼ同じ場所に排出物を置き去りに

される例もみられ、町内会に苦情が届いています。 

三つ目は、猫 が複数同一地域に群れ、近隣の庭、縁側に排出物を残

す例が数年に亘り続き、近隣のかたがたが、とても困惑されているケ

ースがあります。 動物を飼われるかたは、近隣に迷惑のかからぬよう、

細心の注意を払われ、コントロールの効かない放し飼いをされないよ

うご配慮を宜しくお願いします。 

玉川学園地域住民としてのマナーを大切にし、お隣り近所との温か

い気持ちの通った関係を保ち、住みよい、こころの通う温かいまち玉

川学園をみんなで支え維持して参ろうではありませんか。 

 

 

支部長研修会が開かれました 

支部長研修会が 6 月 19 日に文化センターで開催されました

（支部長３１名、町内会役員 14 名が出席）。テーマは「町田市のゴ

ミの現状について」。研修会では、まず、町田市環境資源部３Ｒ

推進課の推進担当係（武藤正道係長および金野洋介職員）から、

2011 年に策定された「町田市・一般廃棄物資源化基本計画」

の概要（町田市は、2020 年度までに「ごみとして処理する量を 40%

削減すること」を目標としていること、その実現のために、「家庭から出

る生ごみの 100%の資源化」および「プラスチックごみの減量・資源化」、

「市民、事業者、行政の協働」の推進を基本方針とし、ごみ問題に対処し

ようとしていること、2005 年に家庭ごみの有料化を実施して以降家庭ご

みの量は減少したが、近年、再び増加傾向にあること、ごみの発生抑制と

共にごみのリサイクル・資源化が緊急の課題であることなど）が説明さ

れ、次いで有限会社・大興資源の町内会担当者から、資源ごみ

回収にあたっての問題点が紹介されました（これについては、前頁

下段の「資源回収の報告」をご参照下さい）。 

 


